
前
期

後
期

51201 東アジア史概説Ａ

・中国史の時代区分についての基本的な知識を獲得する
・唐から宋への変化とその中国史・東アジア史的な意味に
ついて学ぶ
・中国史・東アジア史の基本的な用語についての知識を獲
得する

2～4

51202 東アジア史概説Ｂ

・中国史、並びに東アジア史を理解するための基本的な知
識を会得する。
・東アジアの特質を歴史的に理解できるようになる。
・中国における歴史的事象を、東アジア史という枠組みの
なかで捉えられるようになることを目指す。

2～4

51203 東アジア社会情報論Ａ
東アジア地域における歴史、宗教、民族、文化を知る。東ア
ジアにおける多文化、多言語社会化について展望する。

2～4

51204 東アジア社会情報論Ｂ
東アジア地域における歴史、宗教、民族、文化を知る。地
域間の経済交流の実態を知る。東アジアにおける多文化、
多言語社会化について展望する。

2～4

51241 現代中国論Ａ
現代中国の政治を中心に、これと関連する社会・経済・歴
史・文化についての知識を増やし、中国に対する理解を深
める。

2～4

51242 現代中国論Ｂ
現代中国政治史の知識を習得し、中国に対する理解を深
める。

2～4

51243 現代中国論Ｅ
現代中国についての知識に基づいた自らの見解を構築し、
それを英語で表現できるようになる。

2～4

51206 アジア経済史Ａ
中国がすでに20世紀前半において急速に資本主義的発展
を実現しつつあった事実とそれを阻止しようとする日本が東
アジアに侵略した事実を確認する。

2～4

51207 アジア経済史Ｂ
現代の中国の経済的発展（工業化、資本主義化）が農村の
工業化によって支えられてきたことを歴史的に考察すること
を通して、中国経済の発展の意味を考える。

2～4

51208 環日本海地域論Ａ
日本や朝鮮、中国の問題を主体的に考えることができるの
能力の獲得

2～4

51209 環日本海地域論Ｂ 日本や朝鮮、中国の問題を主体的に考える能力の獲得 2～4

51210 東アジア国際交流史

・自分たちが生きている地域についての理解を深め、国際
化に対応した地域へのアイデンティティを形成する。
・自分が今まで持っていた歴史意識を再検討する作業を通
じて、問題意識や批判的・論理的な思考力を養う
・グローバル化の時代に必要な歴史意識や価値観を身に
つける。

2～4

51218 在日朝鮮人研究
それぞれが学習目標を設定し、それを教員がサポートする
形で在日朝鮮人研究を行うこと

3～4

科目番号 授業科目名 学生の学習目標 学年

開講期※1

副専攻を構成する科目

副専攻名　地域研究・アジア

副専攻のＣＰ（カリキュラム編成方針）

アジア研究の基礎的科目を中心にカリキュラムを構成し、朝鮮半島・中国・東南アジア・西アジアなどのアジア各
地の事情および地域としてのアジアの特徴について、政治・経済・歴史などの様々な角度から探求できる科目で
カリキュラムを構成した。

副専攻の学習成果

アジア地域に対する多角的な理解を可能とし、国際関係論・政治学・経済学・歴史学等の研究を行う学生に対し
ては、具体的な知識によって理論研究を補助する効果を生むことができる。また、他の地域の研究を行う学生に
対しては、比較研究の材料を提供することができる。そのほか、幅広くアジアに興味・関心を持つ学生に対して、
アジアの実情を詳細に、正確に理解させることが可能となる。



前
期

後
期

科目番号 授業科目名 学生の学習目標 学年

開講期※1

副専攻を構成する科目

副専攻名　地域研究・アジア

副専攻のＣＰ（カリキュラム編成方針）

アジア研究の基礎的科目を中心にカリキュラムを構成し、朝鮮半島・中国・東南アジア・西アジアなどのアジア各
地の事情および地域としてのアジアの特徴について、政治・経済・歴史などの様々な角度から探求できる科目で
カリキュラムを構成した。

副専攻の学習成果

アジア地域に対する多角的な理解を可能とし、国際関係論・政治学・経済学・歴史学等の研究を行う学生に対し
ては、具体的な知識によって理論研究を補助する効果を生むことができる。また、他の地域の研究を行う学生に
対しては、比較研究の材料を提供することができる。そのほか、幅広くアジアに興味・関心を持つ学生に対して、
アジアの実情を詳細に、正確に理解させることが可能となる。

51212 南アジア文化論
古代インド建築の特徴と宗教建築として空間を構成する原
理を学ぶ。

3～4

51217 南北朝鮮比較研究
歴史的な文献などを検索する事によって南北の体制が異
質化する今日的な根拠を確認する

3～4

51216 現代中国文化論
・現代中国の文化・社会に対する多元的・複合的な理解を
深める。
・先入観を介さない柔軟な思考力を培う。

3～4

51244 中国の文化と社会Ｅ
文化や歴史上の事件に関する各論について理解し、自分
の見解をもつ

2～4

51215 西アジア文化論
西アジア史、西アジア社会、西アジア文化に対する視野を
拡大すること、より具体的にはイスラーム以外の複眼的な
視点を得ること

2～4

51211 東南アジア研究
少数民族、生態環境、近代国家形成、焼畑耕作、宗教、神
話伝承、識字、アイデンティティなどの一般的な問題の理解
を目指す

2～4

51213 仏教文化論
南アジア、中央アジア、中国、そして日本で、仏教の文化が
どのように伝えられたかを、浄土教の信仰と美術を通して
知る。

2～4

51220 アジア研究特論Ａ
中国の近代史の一面を知ることを通して、中国や日本に対
する理解を深める。

2～4

51221 アジア研究特論Ｂ
歴史的な観点から、日中間の民間レベルでの相互意識の
あり方を振り返り、日中関係への理解を深める。

2～4

※1　開講期は、Ｗｅｂシラバスでご確認ください。
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